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栃木方言の特徴の一つである「尻上がり調」について研究しています 
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句末上昇 

栃木方言話者の句末上昇を徐々に下げて16段階の合成音声を作成 

「栃木方言」と「標準語」では尻上がり(句末上昇)の仕方にどのような違い
があるのかを以下の実験で確かめました。 

大学生23人に合成音声をランダムに聞かせて，それぞれ「栃木方言的上昇」
「標準語的上昇」「非上昇」のどれにあてはまるかを調査 

図のように「農業だね？」の「ね」の部分の高
さだけが異なる16種類の合成音声を用意 

結論―栃木方言の尻上がり調 

 栃木方言の尻上がり調は標準語の
上昇に比べて顕著に高く上がる。 

 この特徴は無アクセント(平板)では
ない話し方でも確認される。 

 栃木方言で尻上がりする場所(出
現位置)は，標準語で句末上昇が
起きる位置とほとんど違いがない。 
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実験の手順① 

実験の手順② 

句末が高く上がると 
栃木方言に聞こえる 

上がり方が小さくなると 
徐々に標準語に聞こえる 


